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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、先行研究で開発した「骨転移に放射線治療を受けるがん患者の至適
生活を支援する看護プログラム」の洗練を図ることである。骨転移患者に関わる看護師10名にプログラム内容を
開示し、臨床現場で外来看護師が活用する際の課題や療養支援上の困難感についてインタビューを行った。得ら
れたデータから見出した課題を基に、プログラムの介入方法や介入時間の短縮に向けた修正を行った。また、患
者への具体的な関わりの例示を含めた外来看護師向けのガイドや、患者に痛みが増強しない体の動かし方をわか
りやすく説明するための動画も作成し、介入研究の実施に向けた準備を整えた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to refine the "nursing program to support 
optimal living for cancer patients undergoing radiotherapy for bone metastases" developed in a 
previous study. The program content was disclosed to 10 nurses involved in  patients with bone 
metastases, and they were interviewed about the difficulties in supporting their care when utilized 
by outpatient nurses in the clinical setting. Based on the difficulties found from the obtained 
data, we modified the program intervention method and shortened the intervention time. In addition, 
a guide for outpatient nurses that included examples of specific interventions for patients and a 
video to explain to patients in an easy-to-understand manner how to move their bodies without 
increasing pain were prepared for the implementation of the intervention study.

研究分野： がん看護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、骨転移による痛みがあるがん患者に対して、症状マネジメントを行い生活行動を工夫することによっ
て患者が満足した生活に近づけるように支援する看護プログラムを、外来看護師の意見を取り入れて修正した。
今後、この看護プログラムを臨床で外来看護師が骨転移患者に適用し効果を検証することで、患者のQOL向上お
よび外来看護に貢献できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
がんの骨への転移は、あらゆるがん腫において病状の進行過程で発見される。近年は、画 

像診断の発達により骨転移を早期に同定することができ、またがん治療法の向上によって
骨転移患者の生存期間が延長している。その結果、骨転移を有する患者は益々増加している。 
平成 28 年の改正がん対策基本法では、がん患者の療養生活の質の維持向上をより一層強化
することが示されている。骨転移患者が増加している現在、患者が骨転移による痛みを緩和
し脆弱な骨の病的骨折を防ぎながらも、充実した療養生活を送れるような支援が求められ
ている。骨転移患者のもっとも苦痛な症状は、痛みである。国外での先行研究では、骨転移
患者の痛みに対する疼痛マネジメントの教育的介入によって、痛みが低下することは明ら
かにされたが、QOL の改善効果については得られていない。 
そこで、骨転移患者が質の高い療養生活を送れるような看護プログラムの開発に取り組

み、以下の看護プログラムを考案した。プログラムの目的は、「痛みを緩和したり脆弱な骨
を保護するために可動性の制限が必要な状況であっても、患者が工夫したり前向きに行動
することで身体的、心理社会的に満足した生活、すなわち至適生活を送ることができる」と
した。対象は、痛みがあり骨転移に対して放射線治療を受けるがん患者とした。介入は、放
射線治療開始前から治療終了４週後までに、患者の来院に合わせて個別に４回実施とした。
その内容は、パンフレットと痛みの日誌を用いて、鎮痛薬の使用方法や痛みの出現を防ぐ体
の動かし方の提案とフィードバックによる疼痛マネジメント教育、可動性の制限に対する
適切な受け止めの促進、生活行動を工夫してできることを増やす支援、情緒的支援とした。 
そして、そのプログラムを骨転移患者に適用しその効果を検証した結果、骨転移患者が痛み
の緩和に自信をもって取り組み、可動性の制限がある中でも生活行動を工夫し拡大してい
たことから、開発したプログラムは、放射線治療を受ける骨転移患者 に有効であることが
示唆された。しかし、プログラムが放射線治療を受ける骨転移患者に広く適用されるために
は、外来看護師が通常業務を行いながら外来の場で活用できるようなプログラムに洗練さ
せる必要がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、開発した「骨転移に放射線治療を受けるがん患者の至適生活を支援する看護
プログラム」の洗練を図ることである。そのために、（１）開発した看護プログラムを臨床現場
の外来看護師が活用する際の課題、（２）骨転移患者に外来で療養支援を行う上での看護師の困
難感、（３）骨転移患者の看護に関する文献調査、（４）骨転移患者への説明時に使用する「体の
動かし方」動画の作成、（５）看護プログラムの修正に取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
（１）開発した看護プログラムを臨床現場の外来看護師が活用する際の課題 
 がん診療連携拠点病院で、外来で放射線治療を受ける患者に関わる外来看護師、外来で骨転移
患者に関わる専門看護師や認定看護師を対象に、開発した看護プログラムの内容（作成経緯、プ
ログラムの対象者、プログラムの構成要素、介入の期間・回数・時期、介入の目標と具体的内容、
使用するツール）を開示した。その後、個別にインタビュー調査を行い、プログラムを骨転移患
者の適用する場合に実施が難しいと感じることについて意見を求めた。得られたデータは、質的
帰納的に分析した。 
 
（２）骨転移患者に外来で療養支援を行う上で抱く看護師の困難感 
 看護プログラムが外来看護師に活用されるための示唆を得るために、（１）の調査時に合わせ
て、インタビュー調査を行い、外来で骨転移患者に関わる中で対応が難しいと感じたことについ
て意見を求めた。得られたデータは、質的帰納的に分析した。 
 
（３）骨転移患者の看護に関する文献調査 
 国内の骨転移患者の看護に関する動向を明らかにするために、医学中央雑誌 WEB 版を用いて、
過去 10年間（2011～2021 年）の看護研究から抽出して内容を分析した。 
 
（４）骨転移患者への説明時に使用する「体の動かし方」動画の作成 
 （１）の調査結果から新たに課題として、外来看護師が骨転移患者に痛みの増強を防ぐ体の動
かし方を説明するためのツールの必要性が示されたことから、動画の作成を行った。骨転移患者
の生活場面を想定し、痛みの増強や病的骨折を防ぐ体の動かし方についてシナリオを作成した。
また、場面ごとの注意点や実際の動作方法について骨転移患者のリハビリテーションに携わっ
ている理学療法士に専門的立場から意見を求め、修正後に動画の撮影を行った。 
 
（５）看護プログラムの修正 
 （１）（２）の結果を基に、研究者間でプログラムの内容について検討して、プログラムの修



正を行った。 
 
４．研究成果 
（１）開発した看護プログラムを臨床現場の外来看護師が活用する際の課題 
 ３つのがん診療連携拠点病院から、10名の協力が得られた。そのうち、3名ががん看護専門看
護師、6 名ががん看護関連の認定看護師、1名は資格なしであった。インタビューの結果から、
主な課題とその対応策として、次のようなことが挙げられた。 
①介入の回数と時期：放射線治療前、治療終了時、治療終了 2週間後、治療終了 4週後の 4回

行うことと介入時期は妥当である。しかし、放射線治療終了後の患者への介入については、誰が
実施するかが課題となった。そのため、放射線治療科の看護師が行うか診療科の看護師が行うか
は施設のやりやすい方法で行うこと、特に治療終了後の介入が難しい場合は、対面に限定せず電
話等の方法も可能とした。 
②介入時間：放射線治療前の介入は初回であるため時間を要するが、通常の業務を行いながら

すべての内容を 1回で終了することは難しい。そのため、治療前～照射 3日目までの間で分割し
て行うこととした。 
③内容の充実：社会的支援についての具体的な内容を追加する。 
④支援内容のわかりやすさ：外来看護師が看護プログラムをすぐに活用できるように、特に可

動性の制限に対する適切な受け止めの支援については、その表現をかみ砕いたり、患者に実際に
語りかける言葉を例示するなどの工夫が必要な箇所があった。 
⑤外来看護師の疼痛マネジメントの知識の強化：看護プログラムを活用するためには、疼痛マ

ネジメントの知識や、病的骨折および疼痛の増強を防ぐための体の動かし方の知識を得ておく
ことの必要性が挙げられた。対応策として、看護プログラムを適用する前に、外来看護師を対象
とした講習会を開催すること、また患者にわかりやすく説明するためのツールとして、体の動か
し方の動画を作成することとした。 
 
（２）骨転移患者に外来で療養支援を行う上で抱く看護師の困難感 
 （１）のインタビュー調査時に、外来で骨転移患者に関わる中で対応が難しいと感じたことに
について尋ねて、質的帰納的に分析した。データ内容の異質性から 1名を除き、がん看護専門看
護師と認定看護師 9 名のデータでまとめた。臨床経験の平均年数は、19.2 年であった。困難感
の内容は、【骨転移患者に対する痛みの緩和や骨折を避ける支援は難しい】、【可動域や荷重をど
こまでかけてよいかの判断ができない】、【骨転移の進行に伴って生じる療養生活上の問題や苦
悩を外来で支え続けることが難しい】、【骨転移患者の情報共有や連携・相談できる場がない】、
【忙しい外来業務の中で支援の時間を確保できない】の５つに集約された。これらの困難感には、
痛みの緩和と骨折を防ぐために患者の理解を得る難しさや、行動制限をかけることで患者の療
養生活の質を落とさないように患者個別に配慮する難しさが含まれていた。そのため、外来看護
師だけで対応するのではなく、骨転移患者に関わる専門職種間で、患者の骨転移部位に合わせた
安静度や生活状況に関する情報共有、外来看護師が支援を行う上で他職種と相談や連携ができ
る体制づくりが必要と考えられた。 
 
（３）骨転移患者の看護に関する文献調査 
 対象となった文献は、26 件であった。研究内容は、痛みのマネジメントや、骨転移がもたら
す精神的な苦痛への支援、麻痺や骨折による日常生活支援などの看護実践、骨転移患者の生活上
の困難や QOL、看護師の骨転移に関する知識や意識、多職種連携など多岐にわたっていた。研究
方法は、事例研究が 9件と最も多く、骨転移患者を対象とした介入研究はわずかであった。骨転
移患者の痛みのマネジメントは、常に発表され続けていることからも看護師にとって関心の高
い課題と考えられた。 
 
（４）骨転移患者への説明時に使用する「体の動かし方」動画の作成 
 骨転移患者の生活場面の中で痛みを生じやすい場面として、「歩く」、「ベッドから起き上がる」
「イスから立ち上がる」や、複合的な動きとなる「台所で料理をする」など 9 場面を選定した。
また、骨転移の特徴から 9 場面について、転移部位別に脊椎用と四肢長官用にそれぞれ作成し
た。1 つの動画時間は、2 分～3 分程度と短くまとめた。また、患者に説明する際に、全ての動
画をみるのではなく、患者個別に必要な場面を選択して視聴できるようにした。また、看護師が
患者に説明する際に患者と一緒に注意点を確認できるように視覚でポイントを示し、患者が待
ち時間に一人でみても学べるようにテロップでの説明も含めた。 
 
（５）看護プログラムの修正 
 （１）（２）の結果を基に、プログラムの内容を修正した。また、外来看護師がプログラムを
すぐに活用できるように、介入の意図や患者への言葉がけの例示を含めた具体的な方法を記載
した外来看護師向けのガイドも併せて作成した。 
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